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【犯罪被害者と加害者による対話の効果検証】 

現行の刑事司法手続や少年司法手続の目的は，

①真実の解明と②罪を犯した者に対して罰を科

すことが，その主たる目的です。 

 そのため，犯罪被害者は事件の関係者である

にも関わらず，当事者として刑事司法手続に関

わることができず，「国家」と「加害者」という

構図で手続が進められてしまいます。 

 「修復的司法」は，そこに犯罪被害者が参加

し，被害者の救済や癒しに効果のある取り組み

として，主にヨーロッパ諸国，アメリカ，オセ

アニア諸国等で実施されています。 

 日本においても，警察主導のパイロット事業

やＮＰＯでの取り組みは行われておりますが，

効果の検証は十分に行われておりません。 

 日本で実施した場合の効果について検証する

とともに，教育現場で生じる問題の1つである

「いじめ」や「非行」といった諸問題への応用と

実践が研究課題です。 

地域貢献の実績と提案 

2014年から，NPO法人「対話の会」で活動しております。 

 
図 1 対話による解決のアプローチフロー図 
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【海軍志願兵についての研究】 

日露戦争後～アジア・太平洋戦争期に海軍志願兵をどのように集めていたかについて研究しています。

戦前の軍隊の制度としては，20 歳以上が入営する徴兵制度が有名ですが，「予科練」に代表されるように，

海軍は常に一定の割合を 20 歳未満の全国の青少年から志願で集めていました。青少年が海軍を志願するた

めには，周りでそれを支える仕組みが必要であったはずです。こうした点を明らかにするために，海軍が

どのような拠点を地域に設けていたのかを研究しています。 

こうした拠点について検討するにあたり，海軍協会や地方海軍人事部・在郷軍人会などの組織の動向に

ついて，各地の役場に残る行政文書や防衛省防衛研究所の資料・各種ポスター類などを使って研究してい

ます。（写真は「啓発新聞の作り方」２〔日本宣伝研究所、1943 年〕より、海軍志願兵募集のために児童生

徒が作成するポスター例）。 

          

【軍隊と地域についての研究】 

前述の海軍の研究を軸にして，今後は陸軍も含めた軍隊と地域の関係についての研究を進めていきたいと

思います。特に鯖江は歩兵第３６連隊が置かれた「軍都」でもあるので，今後は鯖江市域の軍隊と地域の関

係についても研究していきたいと思います。 

産官学連携や地域貢献の実績と提案 

・愛知県史，西尾市史，豊田市史などの自治体史編さんに携わってきました。今後は，福井県域も含めて

地域との関わりについて研究していきたいと思います。 

・名古屋大学大学文書資料室への勤務経験があり，歴史資料整理や目録作成についてのアドバイスもでき

るのではないかと思います。 
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